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人 口 と 世 帯 数
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地域の輪を広げ、人と人の絆を深め、安心と安全のまちづくりをめざして

帯
広
市
民
憲
章

　

澄
ん
だ
青
空
と
、
き
れ
い
な
水

に
恵
ま
れ
て
い
る
広
大
な
十
勝
平

野
。
先
人
は
多
く
の
苦
難
を
乗
り

こ
え
て
、
そ
の
中
心
に
平
原
の
ま

ち
、
帯
広
を
拓
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然

と
、
こ
の
地
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た

お
お
ら
か
な
気
風
に
誇
り
を
も

ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、

よ
り
よ
い
市
民
と
し
て
前
進
す
る

た
め
に
、こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
明
る
く
働
き
、
豊
か
な
ま
ち

に
し
ま
し
ょ
う
。

 

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
な
ご
や
か

な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
あ
た
た
か
い
心
を
も
ち
、

　

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
。

一
、
自
然
を
大
切
に
し
、

　

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
。

一
、
北
国
の
文
化
を
高
め

　

楽
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
57
年
６
月
17
日
制
定
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令
和
８
年
１
月
10
日
（
土
）、
新
年
交

礼
会
を
と
か
ち
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
町

内
会
長
ら
85
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
新

年
の
挨
拶
を
交
わ
し
て
交
流
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
帯
広
市
長
、
帯
広
市
議
会

議
長
、
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
、

帯
広
市
防
犯
協
会
会
長
、
帯
広
市
交
通
安

全
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
、
帯
広
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
代
表
し
て
帯
広
市
長
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
十
勝
マ
ジ
ッ

ク
愛
好
会
の
中
西
宣
夫
氏
に
マ
ジ
ッ
ク
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
大
好
評
で
し
た
。

　

来
年
も
交
流
を
深
め
る
会
と
し
て
開
催

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
町
内
会
の
み
な
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▲歓談の様子

▲十勝マジック愛好会　中西氏

▲及川会長挨拶

コピー機、印刷機、事務用品等のご用命は… 

 

 

 

〒080-0025 帯広市西 15 条南 28 丁目 1 番地 8 

TEL(0155)47-2111㈹ FAX(0155)47-4002 
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帯広公益社

公 益 社メモリアルホール

公益社

公益社

0120－24－1087

葬儀社 帯広公益社

大切な人を 大切に送り たい

公 益 社メモリアル別邸

公益社

公益社

メモリアルホール札内

メモリアル札内別邸

中　央　斎　場

市　民　斎　場

帯
広
市
町
内
会
連
合
会

会
長　

及
川
　
健
一

　

日
差
し
の
中
に
少
し
ず
つ
や
わ
ら
か

さ
を
感
じ
ら
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
よ
り
帯
広
市
町
内
会
連
合
会
へ
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
、
町
内
会
の
役
割
や
運

営
の
あ
り
方
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る

場
面
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
も
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
助

け
合
い
の
精
神
を
大
切
に
し
な
が
ら
町

内
会
活
動
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
市
町
連
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
様
々
な
研
修
な
ど
を
通

し
て
、
町
内
会
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
帯
広
市
の
動
き
と
し
て
、
４
月
か
ら

は
防
犯
灯
の
維
持
管
理
と
広
報
紙
の
配

布
を
市
が
行
う
こ
と
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
会
の
負
担
は
確
実

に
軽
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
負
担
が

減
る
か
ら
こ
そ
、
町
内
会
が
本
来
担
っ

て
き
た
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
声
か

け
や
見
守
り
、
行
事
な
ど
を
通
じ
た
交

流
は
、
災
害
時
な
ど
に
力
を
発
揮
し
ま

す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
共
に

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
後
と
も
市

町
連
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
町
内
会
の
大
切
な
役
割
」

帯
広
市
町
内
会
連
合
会

帯
広
市
町
内
会
連
合
会  

令
和
８
年
新
年
交
礼
会

令
和
８
年
新
年
交
礼
会

「
新
春
に
交
流
深
め
る
」

「
新
春
に
交
流
深
め
る
」
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令
和
７
年
11
月
14
日
（
金
）、
地
域
福
祉

活
動
研
修
会
「
シ
ニ
ア
が
輝
く
地
域
の
魅

力
」
を
帯
広
市
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催

し
ま
し
た
。
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
（
札
幌
）
の
奥
田
龍
人
理
事
長
が
、

心
と
体
の
健
康
維
持
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

　

市
町
連
と
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
催
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
研
修
会
と
し
て

開
催
し
、
町
内
会
や
民
生
委
員
な
ど
約
90

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

奥
田
理
事
長
は
、
運
動
と
頭
の
体
操
を

組
み
合
わ
せ
た
認
知
症
予
防
の
「
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
」
等
を
交
え
た
フ
レ
イ
ル
予
防
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
心
と
体
の
健
康
維
持

に
つ
い
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
が
少
な
く
な
る
と
考
え
る
力
が
弱
ま
る
」

な
ど
と
指
摘
。
前
向
き
で
い
る
こ
と
が
健

康
の
秘
訣
で
あ
る
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
協
和
町
内
会
の
井
上
憲
二
会

長
と
大
空
連
合
自
治
会
の
西
島
寛
会
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
で
の
事
例
発
表
を
行

い
、
井
上
会
長
は
町
内
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
い
て
実
施
し
た
活
動
に
つ
い
て
、
西

島
会
長
は
毎
年
行
っ
て
い
る
地
区
の
夏
祭

り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明

し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
12
月
17
日
（
水
）、
町
内
会
の

た
め
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
教
室
を
ソ
ネ
ビ
ル
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
の
河
村
知
明
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
不
特
定
多
数
が
交
流
で
き
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
」
の
使
い
方
や
町
内

会
活
動
へ
の
応
用
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　　

町
内
会
か
ら
26
名
が
参
加
。
使
い
方
に
苦

戦
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
一
方
、
慣
れ
て
く
る

と
便
利
で
活
用
で
き
そ
う
と
の
声
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
留
意
点
と
し
て
、
状
況
に

よ
っ
て
は
場
の
雰
囲
気
や
ま
と
ま
り
を
損
な

う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
話
し
合
い
な
ど
の
議

論
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
河
村
氏
よ
り
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
市
町
連
で
は
、
町
内
会

活
動
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
今
後

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
講
座
を
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲講師　奥田龍人氏

▲大空町連合自治会会長　西島氏 ▲協和町内会会長　井上氏

帯広市西 2条南 8丁目 8番地
電話（0155）21-2000

▲講座の様子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座

「
町
内
会
の
た
め
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
教
室
」

「
シ
ニ
ア
が
輝
く
地
域
の
魅
力

～
な
か
ま
づ
く
り
・
居
場
所
づ
く
り
・
役
割
づ
く
り
か
ら
～
」

地
域
福
祉
活
動
研
修
会



　地域コミュニティの活性化に向け、
特色ある取り組みを進めている町内会
について紹介します。

せせらぎ町内会　田中会長にインタビュー

　町内会役員の担い手不足が課題となっている今、様々な方に
活動に参加してもらうことが必要です。特に女性や若い世代の
町内会への参加を増やしたいと思っている町内会は多いので
はないでしょうか。
　この度、女性町内会長としてご活躍されている、せせらぎ町
内会の田中千枝子会長に、「女性や若い世代の参加には何が必
要か」、「町内会活動で女性の視点が活きる所」など、様々なお
話をいただきました。

Q1. せせらぎ町内会はどのような活動をしていますか？
A. �親睦会や環境整備をはじめ、地域の困りごとや課題の解決につながる活動を心がけていま

す。様々な人と話すこと、地域のために活動をすることを楽しみながら続けられています。

Q2. 会長をやっていて良かったことはありますか？
A. �会員の方に「話しやすい」「相談しやすい」と言ってもらえるのがうれしいです。困りご

となどを気軽に相談してもらえることが、地域の安心につながると感じています 。

Q3. 町内会加入率は年々低下しています。町内会の必要性はどこにあると思いますか？
A. �加入率の低下の原因は、昔は人との交流が凄く楽しかったけど、現代はほかに楽しいこと

がありすぎるからなのでは、と個人的には思います。ただ、そんな中でも「人のつながり
を絶やさない」ことは重要だと思います。また、2018年のブラックアウトのときには町
内会がやっぱり必要だ！と思いましたね。防災というのは重要な要素だと思います。

「話しやすい」「相談しやすい」 　女性会長がつくる地域の安心

❹

▲せせらぎ町内会　田中千枝子会長

▲防災研修会の様子　女性も多く参加されています！



各町内会
の取り組

みに

関するお
問い合わ

せは

市町連事
務局まで

お寄せ

ください
。℡ 65-4

130

Q4. 女性の視点が生きるのは、どんな場面だと感じますか？
A. �行事の準備の際に細かいところまで気がつくというのは、女性ならではの視点なのではな

いかと思います。「あそこに住んでるあの人は元気かな」とか、そういったことを頻繫に
考えるのも女性ならではなのかもしれませんね。

Q5. 若い世代に活動に参加してもらうために、町内会ができることはなんだと思いますか？
A. �まずは町内会の活動を知ってもらうことが大事だと思っています。そのために、町内会だ

よりを未加入世帯にも配布して、町内会活動を周知しています。次に、参加のハードルを
下げる工夫をすること。たとえば、「子連れでも来やすい場」の準備。子どものためのス
ペースや見守り役がいるだけでも、子育て世代は参加しやすくなりますよ 。

Q6. 女性や若い世代の役員を増やすために、意識していることはありますか？
A. �役員となると荷が重いと感じる方も多いと思います。まずは、「小さな入口」をつくるこ

とですね。親睦会の準備だけ手伝ってもらうとか、小さなことから始めてもらうことが大
切だと思います。

Q7. �役員に挑戦したいと思っている方へ、ひと言お願いします。
A. �臆せず挑戦してほしいです。普段の小さな気

づきを、町内会で行動に変えてほしいと思い
ます。色々な活動をしていく中で、視野が広
がり、楽しく続けられることもあると思いま
すよ。

❺

▲親睦会の様子　多世代の参加が印象的！

▲せせらぎ町内会のみなさん



　町内会で行う防災活動には様々な取り組み方があります。独自の防災訓練の実施や、地域に合わせた防災計
画・マップの作成の他にも、帯広市などが実施している防災訓練や防災研修会へ参加することも平時に取り組
める防災活動の一つです。できることから無理なく続けて防災意識・地域防災力の向上を目指しましょう。

2026年３月13日
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町内会で取り組める防災活動！

～防災に関するお問い合わせは～
帯広市総務部危機対策室危機対策課（市役所５階）　電話／ 65－4103

防災
だより

本　 社
〒080-2460 帯広市西20条北2丁目28番地21
（市外局番0155）TEL34-4846 FAX34-8420
URL  http://eikoukensetsu.net/
E-mail eikou@road.ocn.ne.jp

防災出前講座の実施
　地域の特性や町内会の要望に合わせたテ
ーマでの講座の実施が可能な、市職員や外
部講師の派遣による出前講座です。
　30分から１時間半程度で実施することが
でき、町内会の行事とも組み合わせやすく、
初めてでも取り組みやすい防災活動ですの
で、ぜひお問い合せください。 【講座】 【段ボールベッド作り体験】

防災訓練への参加
　帯広市では、夏に水害を想定した「地域
防災訓練」、冬に地震による停電を想定し
た「冬季防災訓練」を行っています。
　「地域防災訓練」では避難所の受付・開
設を、「冬季防災訓練」では避難所への宿
泊を体験することができます。

【地域防災訓練】 【冬季防災訓練】

　帯広市町内会連合会および帯広市では市
民の防災意識を高める取り組みとして防災
セミナーや防災研修会を開催しています。
セミナーや研修会で得た学びを、町内会で
共有することも共助に繋がります。家族や
友人・知人等を誘って、参加してみてはい
かがでしょうか。 【防災セミナーinとかち】 【防災研修会】

防災セミナーや防災研修会への参加



　

令
和
７
年
10
月
23
日
（
木
）、
道
東
ブ

ロ
ッ
ク
町
内
会
活
動
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

道
東
各
市
町
村
の
町
内
会
関
係
者
１
２

４
名
が
と
か
ち
プ
ラ
ザ
に
集
い
、
帯
広
市

か
ら
18
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教
授

の
片
田
敏
孝
氏
に
よ
る
「
厳
し
さ
を
増
す

災
害
に
向
か
い
合
う
～
今
求
め
ら
れ
る
主

体
的
な
自
助
・
共
助
～
」
と
題
し
た
講
演

で
は
、
災
害
の
激
甚
化
に
よ
る
想
定
外
に

備
え
、
声
か
け
や
見
守
り
な
ど
地
域
の
共

助
を
平
時
か
ら
育
て
、
要
配
慮
者
を
含
め

た
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
等
に
関
す

る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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そ
の
後
、
町
内
会
の
「
福
祉
」・「
防
災
」・

「
育
成
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

第
１
分
科
会
で
は
春
光
町
内
会
の
平
麗

子
氏
が
「
町
内
会
の
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
報
告
を
、
第
３
分
科
会
で
は
若
葉
連

合
町
内
会
の
兼
口
博
実
氏
が
「
町
内
会
の

育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
践
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
各
市
町

村
参
加
者
が
活
発
的
に
意
見
交
換
を
し
、

実
り
あ
る
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
後
に
は
イ
ン
ザ
ス
イ
ー
ト
に
て
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
交
流
会
中
に
十
勝

の
物
産
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
、
十
勝

の
魅
力
発
信
に
繋
が
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
市
町
連
理
事
を
は
じ

め
、
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

▲若葉連合町内会会長　兼口氏

▲開催市挨拶をする米沢市長 ▲交流会の様子

シルバー人材センター様広告（57×60mm）

活かします、高齢者の能力と経験

 創ります、活力ある地域社会

〒080-0023 帯広市西13条南2丁目2番地1  

TEL 0155-38-2001

員
会
規
新

 

中
集
募

公益社団法人

▲春光町内会　平氏

道
東
ブ
ロ
ッ
ク
町
内
会
活
動
研
究
大
会
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令
和
７
年
９
月
３
日
（
水
）、
地
区
連

合
町
内
会
長
25
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
活

動
状
況
と
課
題
を
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

　

各
連
合
町
内
会
の
持
続
可
能
な
活
動
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
大
空
町
連

合
自
治
会
の
西
島
寛
会
長
、
緑
栄
連
合
町

内
会
の
大
西
正
和
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
一
人
ひ
と
り
の
考

え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
連

合
町
内
会
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
有
効
な

取
り
組
み
を
知
り
た
い
な
ど
様
々
な
意
見

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
管
理
に
つ
い
て
は
市
み
ど
り
の

課
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
市
清
掃
事
業
課
を
招
き
、
そ
れ

ぞ
れ
多
数
の
意
見
及
び
質
疑
応
答
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
詳
細
は
市
町
連
事
務
局（
市
民
活
動
課
）

　

電
話　

65
︱
４
１
３
０
ま
で

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
市
町
連
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

◎
草
刈
機
の
飛
び
石
に
注
意
！

▲意見交換の様子

　

令
和
７
年
12
月
18
日
（
木
）、
令
和
７
年

度
防
災
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
風
呂
敷

文
化
協
会
で
代
表
理
事
を
務
め
る
横
山
芳

江
氏
を
招
き
『
災
害
時
に
役
立
つ
！
防
災

風
呂
敷
研
修
会
』
と
題
し
て
、
い
ざ
と
い

う
時
に
役
立
つ
風
呂
敷
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
の
講
座
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

広
域
連
携
事
業
に
よ
り
十
勝
管
内
の
市

町
村
居
住
者
な
ど
53
名
が
参
加
し
、
実
際

に
手
を
動
か
し
な
が
ら
基
本
と
な
る
風
呂

敷
の
結
び
方
や
応
用
の
結
び
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

▲防災研修会の様子

　

町
内
会
の
情
報
を
市
町
連
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
種
様
式
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
な
ど
に
も
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
５
月
頃
か
ら
地
域
の
環
境
整
備
の

た
め
、
町
内
で
の
草
刈
り
が
始
ま
り
ま
す

が
、
近
年
、
草
刈
機
に
よ
る
飛
び
石
で
、
車

や
家
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
な
ど
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
遠

く
に
車
や
建
物
が
あ
っ
て
も
、
予
想
以
上

の
勢
い
で
石
は
飛
ん
で
い
き
ま
す
。
人
に

当
た
れ
ば
大
ケ
ガ
を
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
草
刈
機
を
使
用
の
際
は
、
当
て
板

や
ネ
ッ
ト
で
保
護
し
、
自
己
の
ケ
ガ
も
な

い
よ
う
に
保
護
メ
ガ
ネ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

地
区
連
合
町
内
会
長
会
議

防
災
研
修
会
を

防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た


